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研究分野：工学 

科研費の分科・細目：土木工学 構造工学・地震工学・維持管理工学 

キーワード：耐震，地盤震動，減衰パラメータ，同定 

 
１．研究計画の概要 

(1)独立行政法人防災科学技術研究所の基盤
強震観測網(KIK-net)において，地中地震計の
埋設方位のみならず，地表地震計の設置方位
もずれているサイトがあることが指摘され
ている．地表地震計の設置方位を同定し，こ
れを考慮して減衰パラメータ推定システム
を構築する． 

(2) 近畿地方を中心に KIK-net 観測点を調査
し，地盤同定に適したサイトを選定する． 

(3) 構築した地盤同定システムを用いて地盤
の Q 値を同定し，これらのデータを蓄積する．
そして，同定された Q 値のデータを整理し，
その特徴を抽出すると共に，土質や S 波速度
など他のパラメータとの関連性について分
析し，Q 値のモデルを提案する． 

(4)実用化に向けて各種学会等を通じて公表
する． 

 

２．研究の進捗状況 

(1)KiK-net の地表地震計の方位推定はほぼ
完了した． 

(2)近畿地方，四国地方および関東地方の一部
の地点について現地での調査を行っている． 

(3)地盤震動記録を用いた Q 値の同定は引き
続き行ってデータを蓄積している． 

(4)研究成果の一部は国内外の学協会で論文
発表もしくは口頭発表を行った． 

 

３．現在までの達成度 

 研究計画の上記(1),(2)および(4)についてほ
ぼ予定通り進捗している．(3)については，平
成 23年度に力を入れて取り組む予定である． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 引き続きデータの蓄積し，Q 値のモデルを

行う．また，研究内容を学協会において発表
する予定である． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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